






















	 そこで，本研究では T 銀行を中心とする中小企業の再生現場に焦点を当てて，エスノグ
ラフィックな定性的研究を行った。 




































	 第 2 に，企業再生を一企業内部における MCS の変化だけでなく，金融機関および外部の
会計専門家と企業間の相互作用を通じたビジネス・エコシステムから捉えることにより，
それぞれの MCS の動的な変化プロセスを捉えうることを明らかにしたことである。つまり，
MCS を一企業で完結するものとしてではなく，組織間の連携もふまえた，ビジネス・エコ
システムとして統治メカニズムを捉えることにより，中小企業とそれを支援する地域金融
機関，会計専門家の相互作用を理解して，MCS の変化の動的な理解につとめた。その結果
として，現実の世界をいかに規範的な世界に近づけるための取り組みが行われているのか
について理解を深めた。 
	 具体的には，必要な信頼関係，経営者意識，許容される再生計画のレベル，セグメント
別会計といった，企業再生における重要な要素について，金融機関の期待するレベルに達
成するようにビジネス・エコシステムの相互作用が行われ，各プレイヤーが Win-Win の関
係をめざしていることを明らかにした。つまり，企業は組織変革を行うことをめざし，金
融機関は融資の継続をめざし，会計専門家はコンサルタントとしての業務の実施を目指し，
それぞれの目的達成に向けての取り組みが行われていることを明らかにした。 
